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３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
写
真
の
提
出
を
要

し
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
提
出
を
要
す
る
と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

十
六
歳
に
満
た
な
い
者

二

三
月
以
下
の
在
留
期
間
の
決
定
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者

三

短
期
滞
在
の
在
留
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
者

四

外
交
又
は
公
用
の
在
留
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
者

五

特
定
活
動
の
在
留
資
格
の
取
得
を
希
望
す
る
者
で
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
特
に
指
定
す
る
活

動
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
の
指
定
を
希
望
す
る
も
の

イ

亜
東
関
係
協
会
の
本
邦
の
事
務
所
の
職
員
又
は
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の
構
成
員
と
し

て
の
活
動

ロ

駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
総
代
表
部
の
職
員
又
は
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の
構
成
員
と
し
て
の

活
動

４

第
一
項
の
申
請
に
当
た
つ
て
は
、
旅
券
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
一
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を「（
永
住
者
の
在
留
資
格
の
取
得
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
永
住
許
可
」
を
「
永
住

者
の
在
留
資
格
の
取
得
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
、
写
真
一
葉
、」に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
地
方
入
国
管

理
局
に
出
頭
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
申
請
が
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
写
真
の
提
出

を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
提
出
を
要
す
る
と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
五
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
二
を
削
り
、
第
二
十
五
条
の
三
を
第
二
十
五
条
の
二
と
す
る
。

（
在
留
資
格
の
取
消
し
）

第
二
十
五
条
の
十
三

法
第
二
十
二
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
取
消
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
第
三
十

七
号
の
十
六
様
式
（
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
別
記
第
三

十
七
号
の
十
七
様
式
）
に
よ
る
。

２

法
第
二
十
二
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
及
び
行
動
範
囲
の
制
限
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
条
件
は
、
次

の
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

住
居
は
、
出
国
す
る
た
め
の
準
備
を
行
う
た
め
の
住
居
と
し
て
法
務
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
施
設
等
を
指
定

す
る
。

二

行
動
の
範
囲
は
、
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
法
務
大
臣
が
認
め
て
別
に
定
め
た
場
合
を
除
き
、
指
定
さ
れ
た
住

居
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
内
及
び
そ
の
者
が
出
国
し
よ
う
と
す
る
出
入
国
港
ま
で
の
順
路
に
よ
つ
て
定
め

る
通
過
経
路
と
す
る
。

三

前
二
号
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
が
付
す
る
そ
の
他
の
条
件
は
、
収
入
を
伴
う
事
業
を
運
営
す
る
活
動
又
は
報
酬

を
受
け
る
活
動
の
禁
止
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
在
留
資
格
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
の
通
知
）

第
二
十
五
条
の
十
四

法
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
取
消
し
の
原
因
と
な
る
事
実
を

記
載
し
た
意
見
聴
取
通
知
書
を
外
国
人
に
送
達
し
た
場
合
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
に
口
頭
で
通
知
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
実
に
つ
い
て

当
該
外
国
人
の
在
留
資
格
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
外
国
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。住

民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十

五
に
規
定
す
る
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民
票
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
従
事
す
る
市
町
村
の
職
員

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
許
可
を
受
け
」
の
下
に
「
て
い
る
者
」
を
加
え
、「
出
国
す
る
」
を
「
い
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
手
続
を
行
う
に
当
た
つ
て
、法
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
期
間
の
指
定
を
受
け
た
者
は
、

当
該
指
定
に
係
る
在
留
資
格
取
消
通
知
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
意
見
聴
取
通
知
書
の
送
達
）

第
二
十
五
条
の
三

法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
意
見
聴
取
通
知
書
の
様
式
は
、
別
記
第
三
十
七
号
の

三
様
式
に
よ
る
。

２

法
務
大
臣
は
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取
通
知
書
の
送
達
又
は
通
知
を
行
う
と
き

は
、
意
見
の
聴
取
を
行
う
期
日
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
お
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
外
国
人
が
上
陸
許
可

の
証
印
又
は
許
可
（
在
留
資
格
の
決
定
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
後
、
当

該
外
国
人
が
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
入
に
係
る
検
査

（
当
該
上
陸
許
可
の
証
印
又
は
許
可
を
受
け
た
後
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
る
た
め
の
場
所

に
と
ど
ま
る
間
に
、
当
該
外
国
人
に
つ
い
て
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る

具
体
的
な
事
実
が
判
明
し
た
場
合
で
あ
つ
て
当
該
送
達
又
は
通
知
を
そ
の
場
で
行
う
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
の
五
第
四
項
中
「
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取

通
知
書
の
送
達
又
は
通
知
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
六
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
七
第
二
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
九
様
式
」
を
「
別
記
第
三
十
七
号
の
八
様
式
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
様
式
」
を
「
記
載
し
た
別
記
第
三
十
七
号
の
九
様
式
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を

「
を
」
に
、「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
を
「
送
達
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
に
口

頭
で
通
知
さ
せ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
の
七
を
第
二
十
五
条
の
六
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
八
第
二
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
一
様
式
」
を
「
記
載
し
た
別
記
第
三
十
七
号
の
十
様
式
」

に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
を
」
に
、「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
を
「
送
達
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
に
口

頭
で
通
知
さ
せ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
の
八
を
第
二
十
五
条
の
七
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
九
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
る
通
知
」
を
「
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取
通
知
書
の
送
達
又
は
通
知
」に
、

「
当
該
通
知
」
を
「
当
該
送
達
又
は
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
二
様
式
」
を
「
別

記
第
三
十
七
号
の
十
一
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
三
様
式
」
を
「
別
記
第
三
十
七

号
の
十
二
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
の
八
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
を
第
二
十
五
条
の
九
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
一
第
二
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
四
様
式
」
を
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
三
様
式
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
の
十
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
第
四
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
・
地
域
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
の
十
一
と

す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
三
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
に
、「
通
知
」

を
「
意
見
聴
取
通
知
書
の
送
達
又
は
通
知
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
五
様
式
」
を
「
別

記
第
三
十
七
号
の
十
四
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
六
様
式
」
を
「
別
記
第
三
十
七

号
の
十
五
様
式
」
に
、「
第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

五
条
の
十
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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